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   A case of traumatic renal artery thrombosis is reported. The patient is a  14-year-old 
girl with the chief complaint of hypertension. She was admitted to our hospital about a 
month after a traffic accident. An IVP demonstrated nonvisualization of the right kidney 
and complete occlusion of the right renal artery was revealed by aortography. Right 
nephrectomy was performed, because atrophy of the right kidney was marked. A week after 
the operation, her blood pressure became normal. We present our case and review the 
literature. 
























































































































Fig.1.VIP:右腎 は 機 能 な く,
も縮 小 して い る.
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rig.3.腹部 大 動 脈 造影:右 腎 動 脈 は 分 岐 部 よ り
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Fig.7.病理標本1)=腎門部の動脈の内腔は器質
化された血栓により閉塞 している.
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腎 外 傷 の 中 で も腎 茎 部 損 傷(腎 動 脈 血 栓)は,そ の
腎 機 能 に 与 え る影 響 を考 え る と.最 も重 篤 な 疾 患 で あ
る.欧 米 で は1986年VonRecklinghausen')にょ っ
て初 め て 報 告 され て 以来 比 較 的 多 数 の報 告2-4)があ り,
両 側 損 傷 も10数例 の 報告5・6)があ る.木 邦 に お いて は
詳 細 な 報告 は 少 な く,1961年岩 本 らη の 報告 が最 初 で
















佐藤 ・ほか:腎外傷 ・腎動脈血栓 403
Tabel2.外傷性腎動脈血栓症の本邦報告例




















































































































にかかわらず,検 尿,IVPが 必須であ り,患側の無
機能を認めれば,腎茎損傷を念頭において迅速な動脈
造影が必要である.IVPに て無機能腎を呈する原因
としては,腎 動脈血栓の他に,外 傷前 よ りの機能低
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